
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上のため、継続的な学習の習慣をつける 〇朝の青翔タイム（学び直しの時間）を継続的に行うなか
で、基礎的な学力の定着を目指す。
〇青翔タイムを確実に行うためにも、遅刻者数を前年度より
２０％減少させる。

・各学年で、生徒の現状に合わせた共通の取り組みを行
い、年間を通して一貫した指導を行う。
・青翔タイムが始まる前に職員が早めに教室に行き、８時３
０分より落ち着いた雰囲気で青翔タイムを始める。 B

・各学年で生徒の現状に合わせた課題を準備し、実施でき
ている。
・各学年とも遅刻する生徒が固定化されており、家庭との連
携に加えて学校全体で指導が必要な状態である。 B

・学年で統一した青翔タイムを毎日行うことで継続的に学習が
できた。今年度も学びなおしに重点を置いたが、今後はやり
方を工夫して発展的な学習も取り入れていきたい。遅刻や欠
席が多い生徒は授業の欠課も多く、結果として学力の向上に
は結びつかない場合が多かった。

B

・特になし

教務

○ICT活用教育の実施 ○社会に貢献する人材の基礎となる能力の育成のため、１
年次生の80％以上が全商ビジネス文書実務検定4級の相
当の能力を身に着ける。
〇授業の効率化や生徒への多角的支援に向け、ICTを利活
用して授業を実施している教員を５０％以上にする。

・「情報Ⅰ」の授業等を活用して、タイピングや文書作成やプ
レゼンテーションソフトの扱い等パソコンの知識を学ぶ機会
を設ける。
・ICT支援員と協力しながら、職員の教材作成等をバックアッ
プする。他校で行われている取り組みや情報を共有し、より
効果的なＩＣＴ利活用教育を目指す。

B

・各学年ごとにバラツキはあるがそれぞれ目標を設定しなが
ら取り組むことができている。
・ICT支援員の方が積極的に協力していただいているので
様々な取り組みを行い、実践的な学びに取り組むことができ
ている。

B

・ICTを活用し、欠席連絡やアンケートをはじめとした公
務の効率化には取り組むことができたが授業に導入す
ることは強化によるバラつきを改善することはできなかっ
た。一方で情報Ⅰや科学などでは積極的に使用すること
ができた。

B

・特になし

ＩＣＴ推進

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやりや
社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

〇学校評価アンケートで「豊かな心を身に付ける教育活動
が行われている」と回答する割合を８０％以上（生徒・保護
者・職員で）にする。

・ＨＲ活動では、本校の生徒に理解しやすい内容の講話を行
い、感想を書く時間を設ける。
・日々の授業や会話の中でも、生徒に豊かな心を身に付け
るための情報を発信する。 B

・ＨＲ活動では、生徒の実情や多様性を考慮した様々な講話
を行うことができた。講話の後、感想を書くことで振り返り、
心の教育を図ることができた。
・学校生活での日々の授業や会話に加えて、地域との連携
をふまえた教育活動を行い、豊かな心の育成に努めてい
る。

B

・HR活動や講話を通して豊かな心を身に付ける教育活
動が行われていると回答した生徒が職員や保護者に比
べて15～20％低かった。講話や活動の際は、感想や振
り返りだけでなく、趣旨の説明のような事前学習も行うと
より理解が深まるかもしれない。

B

・生徒とのコミュニケーションをもっと増やしていくべきだ。

教務（道徳教育等）

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○『いじめの早期発見に努め、「いじめを許さない」「いじめを
見逃さない」学校づくりが行われている』と回答した教員が９
０％以上にする。

・年に３回以上、学校生活アンケートを実施して、いじめの早
期発見に努める。
・全校集会や担任等を通して、いじめ問題やＳＮＳ・ライン等
の適切な利用について指導する。
・いじめと思われる場面を発覚した場合、学年主任・担任等
に報告し、情報を共有し、早期に対応する。

B

・学校生活アンケートを実施し、いじめの早期発見、未然防
止に活用した。
・講演会や全校集会などを通して、SNSやインターネットの適
切な利用を生徒に伝えた。
・いじめと思われる場面を発覚した場合、学年団、管理職な
どに報告し、情報の共有化を計り、組織的かつ迅速に対応
した。

B

・学校生活アンケートを実施して、いじめの早期発見に
努めた。
・全校集会や講演会などを通して、SNSの適切な利用に
ついて、注意喚起を行った。
・いじめと思われる事案に関して、学年団、管理職等と情
報共有をして、組織的な対応を心がけた。

B

・教職員が覚知し、すぐ組織として対応したのは良かった。

生徒指導部

○自己肯定感の醸成 ○学校評価アンケートで「部活動や生徒会活動など活発で
ある」と回答する生徒を８０％以上にする。

・毎月、各部活動の試合や大会の日程をホールに掲示す
る。青翔NEWSやSNSを活用した広報をする。入賞した場合
は全校表彰をする。
・校内外での美化活動、募金活動や地域イベント、ボラン
ティアへの参加を促し、年4回の地域貢献をしていく。

B

・部活動の活性化が図れず、活動紹介等の掲示はしていな
い。生徒会主導での広報活動はできていない。
・7月、9月に現行の校則や体育祭・文化祭についてのアン
ケートを実施。生徒の意見を反映した学校運営に繋がって
いる。
・8,11,12月は週1回のペースで募金活動を実施。・環境部、
福祉研究部、生徒会の生徒が中心となり、約 月1回のペー
スでボランティア、地域イベント等へ参加している。

B

・活動紹介等の掲示や生徒会主導での広報活動ができ
ず部活動の活性化が図れなかった。
・7月、9月に現行の校則や体育祭・文化祭についてのア
ンケートを実施し、生徒の意見を反映した学校運営に繋
がりつつあるが、不十分である。
・生徒会の生徒が中心となり、地域交流活動を推進し、
挨拶運動、募金活動など校内外での活動を活性化する
必要がある。

B

・アンケートの質問の仕方を「自分が好きですか」のように変
更してみてはどうか。
・全国的に自己肯定感を持てない子どもが多い。自分が好
き、自分に自信を持てる子どもを育ててほしい。

生徒会

●健康・体つくり

○望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ○「健康に良い食事をしている」生徒８０％以上にする。 ・朝食実態調査を行い、日頃のHRでの声掛け、家庭科の授
業、保健だよりや食育だより、青翔ニュースなどをとおして、
食育を推進し、生徒・保護者の意識を高め、目標を達成でき
るようにする。

B

・選択授業において郷土料理や減塩教育を学ぶ機会があ
り、生徒の興味関心、また参加された先生方からの反響が
良く、これを機にさらに食習慣や管理能力を高められるよう
にしたい。

B

・「健康に良い食事をしている」生徒の割合の目標には
及ばず７５．９％という結果だった。生徒には重要性は伝
わりつつあると感じるが、今後は家庭との連携をよりつ
よくしていきたい。

B

・特になし

保健部

●業務改善・教職員の働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵
守する。
○教職員の年次休暇取得平均日数を14日以上とする。
○教職員による交通事故・インシデント発生ゼロを目指す。

・定時退勤推進日には積極的に定時退勤を勧め、日頃から
計画的な年次休暇の取得を呼びかける。
・職員一人一人が日常業務におけるタイムマネジメントを行
い、業務改善の意識を高める。
・「ゼロの日」に交通安全、インシデント防止の注意喚起を行
う。

B

・定時退勤推進日の水曜日に、積極的に定時退勤をよびか
けた。
・８月末までで年次休暇取得平均日数は約8.6日だった。
・時間外在校月100時間超又は月平均80時間超の職員が２
人だった。
・夏季休業中に平日に３日間、学校閉庁日を設定し、教職員
が休暇を取得しやすい環境を整備した。
・加害の交通事故はゼロだった。

B

・定時退勤推進日の水曜日に、積極的に定時退勤をよびかけ
た。時間外在校時間は昨年度よりも減少した。
・12月末までの年間年次休暇取得平均日数は約12.2日だっ
た。
・時間外在校月100時間超又は月平均80時間超の職員が２人
だった。
・夏季休業中に平日に３日間、学校閉庁日を設定し、教職員
が休暇を取得しやすい環境を整備した。
・加害の交通事故はゼロだった。
・ICT担当と連携し、ICTを活用した欠席連絡を導入した。

B

・特になし

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

★SAGAコラボレーション・スクールの推進

★探究型学習の推進
★地域との連携

★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合を
７０％以上、教職員の割合を８５％以上にする。
★県外からの入学者数を５人以上とする。

・系列授業を中心として、地元イベントへの参加や住民との
積極的な交流を行う。
・地元の課題に目を向けた探究活動を充実させ、総合学科
発表会でのより充実した発表を目指す。

B

・7月に実施したアンケートでは、中学生に勧めることができ
ると回答した生徒は、72.7%、教職員が65％。
・2年生の総合的な探究の時間では、インターンシップを通し
たミニ探究への取組を行った。

B

・各系列の授業を中心とした特色ある取組を継続して
いったことで、中学生に勧めることができる生徒の割合
は目標を達成できた。
・探究学習の内容を深めることができ、その成果を総合
学科発表会で発表できた。

B

・地元にしっかり根付いた活動をしている。総合学科発表会
は小中学生も参観させてもらい、高校生のいい発表を見るこ
とができた。

教頭
主幹教諭
企画広報部
進路・教務・学年・系列

○キャリア教育・進路指導

◎キャリア教育の充実による進路意識の向上
○進学指導体制の構築

○１、２年生は、キャリア教育に関する年度末の調査で「働く
ことの意義について考えることができた」と回答する生徒の
割合を８０％以上とする。
○３年生は、進路決定率を１００％とする。

・「キャリア教育支援事業」や業者、地域等の力を活用し、総合学
科に特化した内容の講習やガイダンスを実施する。
・面接、相談会等様々な機会を通じ生徒の進路希望や進路適性
について理解を深め、必要な特課や個別指導を実施する。 B

・キャリア教育支援事業や、各学年に対応した校内外の進
路ガイダンス、上級学校訪問、企業訪問等が実施できた。
・３年生の進路決定率が７９．１％である。引き続き１００％を
目指したい。

B

・各学年で進路検討会を実施し、生徒の進路希望の詳細と、
今後のキャリア形成指導の方法や見通しについて学年団と共
有することができた。
・１月末現在で３年生の進学決定率が１００％、就職決定率が
８５．４％である。

B

・卒業したばかりの社会人を招いて話を聞かせたらどうか。

進路指導部

〇広報の充実

○中学生、保護者に選ばれる効果的な広報の検討と実践 〇公式インスタグラムのフォロワー数を３５０人以上にする。
〇生徒主体となる組織を立ち上げ、月に1回以上のミーティ
ングを行う。

・SNS、YouTube等での配信をこまめに行い、地域や中学生
に伝える工夫（学校HP、学校パンフレット、青翔ニュース、学
校説明会）を地道に行う。 A

・公式インスタグラムのフォロワー数は500人以上。
・PR動画作成には主となる生徒で企画を行い、多くの生徒
の協力で作品を創りあげた。 A

・ターゲットを想定した様々な広報手段を用い、発信を続
けたことで、県内外へのPRを広めることができた。今後
更にメディアに取り上げられることで、生徒の自己肯定
感を高めていきたい。

A

・全国募集（地域みらい留学）も始まり、町としても協力した
い。
・総合学科の魅力をどう伝えていくかが大切

事務長
主幹教諭
企画広報部
事務部

○環境整備と美化

○綺麗で安心な学校づくり 〇校内が安心安全な環境となるよう整備点検に努め、ゴミ
の持ち帰りや分別をはじめ校内環境美化や整理整頓に取り
組んだ生徒の割合を８０％以上にする。

・定期安全点検を隔月で実施する。
・各クラス美化係による清掃活動や美化啓発物作成などを実施す
る。
・さわやか清掃活動(校内外ボランティア活動）を前・後期各1回実
施する。

B

・部室の安全点検票を作成し、顧問の先生方に依頼した。定
期的な点検、維持管理の徹底に繋げていく。
・各クラス美化係で校内花植え活動の準備、贈呈を手伝っ
た。

B

・学校評価アンケートで「綺麗で安心な教育環境を作っ
ている」と答えた保護者・職員の割合は７割以上であった
が、生徒は61.5%という結果だった。校内美化に取り組ん
だ内容を紹介するとともに、ごみの分別等の気になる面
にも取り組んでいきたい。

B

・ボランティアの更なる充実を

保健部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

１　前年度

　　評価結果の概要

・どの評価項目も、おおむね達成できているという評価だった。次年度は「十分達成できている」という評価ができるようそれぞれの具体的取組について精査したい。

・キャリア教育に関しては、卒業学年の進路決定率が100%を達成できなかった。次年度は早い段階で就職決定100%を目指すとともに進学指導体制の充実を図りたい。

・地域連携においては、新たな連携授業も実施できた。情報発信、広報の効果も上がってきており、全国募集に向けて次年度はさらに地域を巻き込んだ取り組みを行いたい。

・美化活動、環境整備など生徒を主体とした取り組みが実施できた。次年度はさらに生徒が主体的に関わる取り組みを増やしていきたい。

２　学校教育目標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

５　総合評価・

　　次年度への展望

・ほとんどの評価項目が「おおむね達成できている」という評価だった中で、広報の充実については「十分達成できている」という評価であった。他の項目でもそれぞれの具体的取組みについて精査し、充実させていきたい。
・キャリア教育に関しては、卒業学年の進路決定率が100%を達成できなかった。また、進学指導体制が十分に確立できなかった。次年度は、卒業学年に早い段階で進路希望を明確にさせるとともに、進学指導体制の充実を図りたい。
・地域連携においては充実した取組みが増えてきた。情報発信、広報の効果もかなり上がってきており、全国募集２年目に向けてさらに地域を巻き込んだ取組みを行いたい。
・美化活動、環境整備など生徒を主体とした取組みが浸透してきた。次年度はSAGA2024国民スポーツ大会も開催される。さらに生徒が主体的・積極的に関わる取組みを増やしていきたい。

主な担当者

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

「アジアに目を向け、東松浦の資源を活用した地元との協働で、地域社会に貢献する人材を育成する」

３　本年度の重点目標

（１）探究型学習の推進

（２）進学指導体制の構築

（３）広報の充実（事務部の学校運営参画）

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀県立唐津青翔高等学校


